
セ
キ

一
に
班

L
、
御
紅
白
椅
・加
栄
作
場
行
・
祭
校
航
円
に
附
任

一
且
引
六
日
行
政
官
の
命
に
よ
り
古
川
阪
せ
ら
れ
た
o

し
て
、
弘
化
中
に
残
し
た
。

一政
努
般
に
速
く
、
ま
た

一

セ
キ
シ
ヨ
ガ
イ
ツ
イ
ホ
ウ

閉
所
外
追
放

l
ッ

少
枇
よ
り
組
術
に
制
し
く
し
て
門
人
甚
だ
多
か
っ

一
イ
ホ
ウ
泊
政
。

た
。
蛮
努
一
部
は
氏
努
。
河
北
側
川
田
俄
昔
に
在
る
木

一

セ
キ
ス
ケ
パ
パ

闘
助
馬
場

金
持
浅
野
川
の
右

多
利
明
の
間
文
の
側
諸
と
し
て
名
を
録
し
た
も
の
亦

一
陣
今
別
封
と

mす
る
地
で
、
歩
組
職
百
石
佐
賀
川
開
助

氏
努
と
す
る
。
諦
士
系
訓
に
そ
れ
を
賀
禿
と
す
る
も

一
が
間
努
支
配
・
粂
M
A
t
-配
の
臓
に
在
っ
た
お
、
こ

の
は
恐
ら
く
は
非
で
あ
ら
う
。

一
ζ

に
荒
脱
し
て
間
た
山
内
訟
を
再
興
し
た
も
の
と
見
え

セ
キ
ジ
シ
ユ
ウ
ロ
ク
犠
事
集
録
三
十
八
加
。

一
る
o
是
に
就
い
て
は
松
平
三
代
家
訓
に
、
前
間
利
川
市

今
枝
恒
明
若
o
初
に
武
家
出
円
相
出
に
載
せ
た
加
除
年

一
が
駿
町
内
を
好
ん
で
捌
助
馬
場
へ
出
聞
は
あ
り
、
日
つ
自

抽川
を
記

L
、
次
に
四
加
御
定
書
及
び
卒
保
・元
山
氏
年

一
ら
湖
応
を
も
試
み
給
う
た
と
あ
b
、
又
宛
文
四
年
に

聞
の
定
訟
を
紘
ゼ
、
前
川
吉
徳

・
宗
民
の
卒
去
の
次

一
郎
助
馬
場
の
沙
辿
び
の
入
札
の
あ
っ
た
こ
と
は
御
榔

節
、
大
製
品
科
に

閲
す
る

耕地
尋
を
集
録
し
て
あ

一
方
帳
に
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
の
こ
と
は
間
合
前
の

ろ
。
平
保
十
三
年
折
半
H

が
桝
山川
柏
を
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら

一
一伯氾
に
も
見
え
な
い
。
此
の
脂
製
の
延
は
百
六
十
七

後
の
紛
糾
で
あ
ろ
。

一
刷
、
4
1
は
こ
僚
を
仰
せ
て
十
三
間
三
尺
、
土
問
七
尺

セ
キ
ジ
ツ
ホ
ク
カ
ロ

9

昔
日
北
筆
鋒

三
谷
o
一
で
あ
っ
た
o
X
此
の
握
。
に
浅
野
川
御
世
間
が
あ
っ
た

引
に
官
日
出
端
と
も
い
ふ
O

刷
袋
水
の
折
。
序
文
に

一
が
、
元
政
三
年
の
大
火
に
延
焼
し
た
。

際
問
民
と
あ
る
の
は
、
矢
必
り
袋
水
の
こ
と
ら
し
い
o
一

セ
キ
ゼ
ン
ザ
エ
モ
ン

倒
菩
左
衛
門

一苅
称
年
中

山仏
師
也
氏
が
加
賀
介
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
以
降
、
前
川

一
の
人
O

山品
川
五
郎
右
術
門
か
ら
勢
孤
流
怨
術
の
奥
秘

氏
の一同
支
滞
分
立
の
頃
ま
で
の
こ
乙
が
記
さ
れ
て
ゐ

一
を
一
泣
け
た
と
い
ふ
。

る。

別
に
笛
律
家
訓
と
凶
し
た
本
も
あ
る
が
、
そ
れ

一

セ
キ
ソ
ウ
石
策

J
ハ
ヤ
シ
ヤ
セ
キ
ソ
ウ
林

は
昔
日
北
部
鍛
の
住
向
に
、
製
紙
め
い
た
文
を
加
へ

一
毘
石
市
。

た
も
の
に
沿
ぎ
向
。
出
術
家
的
に
は
、『
貸
出
十
四
年

一

セ
キ
ソ
ウ
テ
ツ
シ
エ
ウ
右
盟
徹
周

金
制
作
目
制

皐
月
中
旬
一
以
芯
幻
』
の
出世
代h
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。

一
宗
夫
徳
院
十
一
代
の
佐
待
。
明
和
五
年
十
月
間
日
寂
。

セ
キ
シ
ヨ

関
所

加
創
出附
で
は
、
越
巾
の
東
出

一

セ
キ
ゾ
ロ

節

季

候

税
政
の
時
、
十

一
月
冬
一中

に
新
川
棚
邸
側
所
が
あ
り
、
能
山
古
川
に

別
包
・
河
以

一
に
印
李
紋
と
い
ふ
物
円
以
ひ
の
限
内
が
来
た
。

『
せ
き

山
、
石
川
淵
に
は
木
仰
の
口
問
添
加
が
あ
っ
た
。
大

一
ぞ
ろ
/
¥』
と
い
う
て
段
米
の
副
詞
を
列
ね
、
終
に

山
岳
寺
滞
に
は
、
大
山
品
寺
以
下
の
館
山
川
越
前
日
に
向
か

一
『
来
年
春
寄
る
』
と
い
ふ
の
は
、
彼
等
が
新
年
に
な

ふ
腕
に
闘
加
が
あ
b
、
今
も
闘
川
の
名
を
存
す
る
o

一
っ
て
稿
の
榊
な
ど
の
物
打
ひ
に
な
っ
て
百
円
び
来
る
窓

こ
の
閉
所
は
平
和
三
年
七
且
ま
た

ロ
鼠
番
所
と
改
め

一
味
で
あ
ら
う

o
m季
候
は
男
子
で
、
官
笠
の
裂
に
竹

ら
れ
た
。
又

M
泊
に
怖
の
番
町
が
あ
っ
た
。
是
等
は

一
位
を
附
ん
だ
の
を
蛾
き
、
紅
木
的
制
の
従
而
を
な
し
、

悶
よ
り
大
悲
寺
滞
の
士立干
の
守
的
す
る
防
で
あ
っ
た

一
際
に
酋
木
約
を
か
け
、
誌
を
者
、
二
人
相
伴
ふ
を
山
揺

が
、
加
m
U
滞
に
軍
大
郁
の
あ
っ
た
お
A
n
に
は
、
直
に

一
と
し
た
。

人
を
泊
は
し
て
之
を
即
日
戒
せ
し
め
た
。
明
治
二
年
=
二

セ
キ
生
イ
シ
ソ
ウ

石
室
詩
草

伊
際
刑
眠
札
制
。

四
六

セ
キ
ド
ウ
ザ
ン
石
堂
山

江
泊
榔
大
山
田
寺
の
附

一

近
に
在
る
。
一
名
愛
宕
山
。

医
長
王
年
八
且
前
山
利

一

良
が
大
型
寺
城
を
攻
め
た
時
、此
の
山
に
叫
を
布
き
、
一

諸
躍
を
指
蹴出
し
た
と
い
ふ
。

一

セ
キ
ド
ウ
サ
ン
右
動
山

鹿
島
加
に
闘
し
、
氏

一

セ
キ
ド
ウ
ザ
ン
シ
ヤ
ド
ウ
テ
ラ
ヤ
シ
キ
ジ
ヅ
メ
チ

謹
山
脈
が
北
方
に
延
び
た
申
で
最
高
紡
を
占
め
る
も

一
ヨ

ウ

石

動
山
枇
堂
寺
屋
錨
地
詩

帳

一

冊
。
石
到

の
で
、
浴
放
五
六
一
品
米
o
そ
の
南
牢
は
第
三
紀
山
口
を

一
山
内
に
於
け
る
諸
設
・終
的
の
郎
氏
而
杭
及
び
所
属

以
て
怯
は
れ
る
が
、
悲
酬
聞
は
片
蝉
岩
か
ら
成
り
、
市川

一
泊
び
に
退
制
刊
の
秘
坊
名
を
杷
抑
制
し
て
、
州
出
安
二
年
三

上
近
〈
に
式
内
伊
須
統
岐
比
古
耐
枇
及
び
そ
れ
に
判中

一
且
一
日
技
指
寺
・明
一士
院
・
詑
悩
寺
か
ら
帯
制
潜
行
間

仕
し
た
石
動
山
天
平
寺
が
あ
っ
た
。
廻
同
紙
記
に

一
円川市
郎
兵
術
・相
川
容
縦
人
に
侃
山
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
石
動
山
に
怠
指
し
て
法
紫
し
田
中
る
。
動
き
な
き
み
よ一

セ
キ
ド
ウ
ザ
ン
シ
ラ
ヤ

?
yヤ
右

動
山
白
山
祉

に
銭
。
て
石
助
の
山
と
は
柿
や
名
づ
け
そ
め
け
ん
。
』
一
臨
時
抑
石
動
山
に
銀
同
盟
し
た
も
の
で
、
白
山
本
宮
の

と
紘
せ
る
。
明
治
以
降
寺
幼
皆
同
惜し
、
今
伊
須
説
岐

一
大
永
七
年
の
託
宣
記
に
、
白
山
下
七
枇
を
蚊
へ
た
街

路
古
制
批
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る

0
4テ
ン
ピ
ヨ
ウ

一
二
に
石
助
と
紋
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ジ
天
平
寺
。

一

セ
キ
ド
ウ
サ
ン
テ
ン
ピ
ヨ
ウ
ジ
エ
ン
ギ
右
動
山

セ
キ
ド
ウ
ザ
ン
イ
ン
ナ
イ
右
動
山
院
内

臨
時

一
天
平
寺
縁
起

承
隠
さ
年

前
川
利
問
の
命
に
よ
っ

却
に
邸
L
、
滞
政
時
代
で
は
多
帆
の
一
村
の
み
を
合

一
て
、
林
道
春
の
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
o
し
か
し
、

ん
で
厨
た
o

道
容
は
一
も
之
が
沿
亦
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

告白

セ
キ
テ
ン

仰

3
・-。

Z
Z
5
 

加
。
各
燃
の
持
四
百
四
十
九
首
の
外
に
文
十
四
編
が

牧
め
ら
れ
て
町
る
。
若
者
は
頗
る
多
作
の
人
で
あ
っ

た
が
、
夜
後
そ
の
稲
を
家
に
留
め
て
な
か
っ
た
。
凶

っ
て
門
人
到
古
病
限
・
大
脇
活
が
こ
れ
だ
け
の
も
の

を
各
所
か
ら
拾
ひ
靴
め
た
も
の
で
あ
る
。

セ
キ
h
F
カ
カ
ズ
ノ
ヒ

閲
孝
和
の
碑

安
政
四
年

第
器
開
孝
和
の
百
五
十
回
忌
に
笛
っ
て
、
金
却
の
有

志
が
記
念
の
潟
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
一
は
野

田
寺
町
立
像
寺
の
門
内
に
あ
り
、
捌
先
生
之
容
と
組

L
、

一
は
卯
民
山
観
音
院
境
内
に
在
っ
て
お
器
開
先

生
之
磁
と
題
す
る
。
前
者
は
士
人
中
野
正
直
等
の
企

に
な
り
、
後
半
H
は
市
人
一
耐
久
屋
儀
三
郎
等
の
手
に
成

る。

右
天

ー
マ
ホ
ジ
ユ
ン
セ
キ
テ
ン

セ
キ
ド
ウ
サ
ン
エ
ン
ギ
・
右
動
山
縁

起

一

郎
0

・『
点
字
三
年
五
且
甜
制
院
事
制
時
mh
m
z
杷
之
-
』
と
奥

暫
あ
る
石
動
山
総
起
略
、
林
道
訓
廿
訴
の
も
の
に
糾
問
し

て
古
級
起
と
抑
制
せ
ら
れ
る
石
動
山
総
起
、
路
北
二
年

四
且

H
五
目
前
川
利
光
の
興
へ
た
石
動
山
天
平
寺
制

法
式
向
、
貞
一
￥
四
年
九
且
五
日
天
平
寺
衆
徒
か
ら
御

室
御
所
に
到
し
て
天
平
寺
の
勅
阪
寺
た
る
給
回
目
を
得

る
の
同
旋
を
訪
う
た
阪
型
、
点
nr
二
年
間
寺
衆
徒
か

ら
加
賀
滞
の
寺
社
奉
行
に
提
出
し
た
寄
進
政
伺
鋭
、

是
等
を
A
n
は
せ
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

セ
キ
ド
ウ
サ
ン
コ
ヱ
ン
ギ
石
勤
山
古
縁
起
一

加
。
能
穀
石
動
山
伊
訊
流
岐
出
自
制
制
の
紋
起
で
、

『
康
治
二
年
抗
且
日
伏
広
治
的叫
-
お
ν
之
、
僚
記
凶
洞
院

蜘
刑
巾
納
言
時剛一
、
校
合
同
榔
路
大
夫
向
山
川
口
氏
側
制
』
と
あ

る
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
間
山
の
伊
庖
に
よ
っ
て
作

b
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

セ
キ
ド
ウ
サ
ン
ゴ
シ
ヤ
ゴ
ン
ゲ
ン

継
現

J
イ
ス
ル
ギ

ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

古
紳
駐
。

石
動
山
五
社

伊
閉
山
抗
岐
比


